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1 平成28年 新春を迎えて
2016 January
NO. 450

●20歳からスタート国民年金
●年金委員・健康保険委員研修会及び表彰式を開催しました
●退職等で資格喪失される方の保険証の回収にご協力をお
願いします

「大洗の海」（撮影・大洗町）：日本写真家協会員　藤井　正夫

職場内で回覧しましょう
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新
春
を
迎
え
て

一
般
財
団
法
人 

茨
城
県
社
会
保
険
協
会 

会
長
　
横
　
地
　
裕
　
昭

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
は
じ
め
、「
社
会
保
険
い
ば
ら
き
」ご
愛
読
の
皆
様
方
に
は
、
お
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
当
協
会
の
事
業
運
営
に
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
個
人
消
費
や
輸
出
の
回
復
が
力
強
さ
を
欠
く
な
ど
景
気
の
先
行
き
に
は
懸
念
材
料
が
目
立
っ
て
お
り
、
所
得
の
二

極
分
化
も
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
医
療
・
年
金
等
の
社
会
保
険
制
度
は
、
内
閣
に
設
置
さ
れ
た
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
会
議
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
制
度
を
構
築

す
る
た
め
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
・
信
頼
が
得
ら
れ
る
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

当
協
会
は
事
業
主
団
体
と
し
て
、
公
益
事
業
で
あ
る
社
会
保
険
制
度
周
知
の
広
報
宣
伝
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
制
度
の
普
及
・
発
展
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
福
利
厚
生
事
業
の
充
実
を
図
り
、
被
保
険
者
と
そ
の
家
族
の
皆
様
の
健
康
増
進
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、広
報
誌「
社
会
保
険
い
ば
ら
き
」の
発
行
の
ほ
か
、社
会
保
険
の
事
務
手
続
冊
子
、健
康
づ
く
り
事
業
の
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
付
、

職
場
内
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
講
習
会
、
事
務
研
修
会
へ
の
協
力
、
社
会
保
険
相
談
事
業
と
し
て
の
年
金
セ
ミ
ナ
ー
・
健
康
管
理
講
座
の
開
催
、
健
康
増

進
を
図
る
た
め
の
施
設
利
用
補
助
事
業
な
ど
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
役
職
員
一
同
、
誠
意
を
尽
く
し
て
事
業
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
ご
健
勝
と
、
貴
社
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
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20歳からスタート20歳からスタート

国民年金国民年金
　国民年金は、日本に住む20歳から60歳までのすべて
の方が加入し、保険料を負担する制度です。
　加入の種類は３種類に分かれており、それぞれ加入手
続きや保険料の納付方法が違います。

●毎月納める面倒もなく、しかも保険料が安くなるこんないい制度があります。
　１年度分（４月から翌年３月分）を口座振替で一括前払いすると、通常の金額より3,920円（平成27年度割引額）
も安くなります。
　手続きは金融機関、郵便局、年金事務所になります。ご希望の方は２月末日までに手続きが必要です。
　お得な前納や口座振替など、詳細については年金事務所へお問い合わせください。

詳しくは、日本年金機構ホームページをご覧いただくか、市役所、町役場、年金事務所でご相談ください。

口座振替の前納が断然お得！

●保険料を未納にしていると、将来受ける老齢基礎年金が少なくなったり、受けられなくなったりするだけでなく、
不慮の事故等により障害が残ってしまった場合の障害基礎年金を受けられなくなる場合があります。万が一に備え
て未納にしないよう心がけが必要です。

未納はダメ

所得が少なく保険料を納めることが困難な方は、納付が猶予される制度や免除される制度がありますので必ず確認の
うえ、申請をしてください。

　大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校および各種学校等に
在籍する学生で前年所得が118万円※1以下の方。

学生納付特例制度

　30歳未満で本人及び配偶者の前年所得が57万円※1以下の方。若年者納付猶予制度

　申請者本人、配偶者及び世帯主の前年所得がそれぞれ一定金額※1以下の方。

※1　所得の基準額は扶養親族の人数によって変わります。

全額・一部免除制度

納付が困難な方は　～未納にしないために～

第１号被保険者

農林漁業、自営業、学生、
無職の方

お住まいの市町村役場の
窓口で手続きを行う。

保険料は口座振替や納付書
を使用して納めます。
　月額　15,590円
　　　　　（平成27年度）

第2号被保険者

サラリーマン、公務員の方

勤務先が手続きを行う。

第3号被保険者

第２号被保険者に扶養されて
いる配偶者（被扶養配偶者）

配偶者（第２号被保険者）の
勤務先が手続きを行う。

国民年金の保険料は、厚生年
金保険、共済組合の保険料
に含まれているので改めて
納める必要はありません。

保険料は、配偶者の加入して
いる厚生年金保険・共済組合
の制度が負担するので自己
負担はありません。
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平成27年度　年金
研修会

平成27年度　年金
研修会

　
日
本
年
金
機
構
、
全
国
健
康
保
険
協
会
茨
城
支

部
、
茨
城
県
社
会
保
険
委
員
会
連
合
会
は
、
十
一

月
五
日（
木
）ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
に
お
い

て
、
平
成
二
十
七
年
度
年
金
委
員
・
健
康
保
険
委

員
研
修
会
及
び
表
彰
式
を
三
百
六
十
六
名
の
年
金

委
員
・
健
康
保
険
委
員
の
参
加
の
も
と
開
催
し
ま

し
た
。

　
表
彰
式
及
び
研
修
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
日
本

年
金
機
構
北
関
東
・
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
相
談
・
給

付
支
援
部
佐
藤
部
長
、
全
国
健
康
保
険
協
会
茨
城

支
部
德
宿
支
部
長
、
茨
城
県
社
会
保
険
委
員
会
連

合
会
冨
岡
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
事
業
功
労
者
へ
の
表
彰
で
は
、
永
年
に
わ
た
り

功
績
の
あ
り
ま
し
た
年
金
委
員
・
健
康
保
険
委
員

の
方
々
に
対
し
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
伝
達
式
、

日
本
年
金
機
構
理
事
長
表
彰
伝
達
式
、
日
本
年
金

厚
生
労
働
大
臣
表
彰（
一
名
）

桜
井
　
浩
之

東
日
本
興
産
株
式
会
社

利
根
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

（
取
手
市
）

日
本
年
金
機
構
理
事
長
表
彰（
五
名
）

根
本
　
隆
充

株
式
会
社
か
わ
ね
や

（
常
陸
太
田
市
）

友
常
え
み
子

タ
カ
ラ
株
式
会
社
笠
間
工
場

（
笠
間
市
）

増
田
　
昭
秀

株
式
会
社
東
京
鐵
骨
橋
梁
取
手
工
場
（
取
手
市
）

須
藤
　
英
夫

医
療
法
人
恒
貴
会

（
筑
西
市
）

中
村
　
敏
雄

日
立
土
木
株
式
会
社

（
日
立
市
）

日
本
年
金
機
構

北
関
東
・
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
長
表
彰（
十
一
名
）

飯
島
　
秀
行

茨
城
水
産
株
式
会
社

（
水
戸
市
）

宮
本
　
道
子

株
式
会
社
宮
本
冷
機

（
ひ
た
ち
な
か
市
）

木
内
か
を
る

日
立
工
機
株
式
会
社

（
ひ
た
ち
な
か
市
）

大
川
　
武
洋

医
療
法
人
社
団
啓
和
会

（
水
戸
市
）

竹
内
　
亮
二

常
総
開
発
工
業
株
式
会
社

（
神
栖
市
）
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平成27年度　年金
研修会

平成27年度　年金
研修会

機
構
北
関
東
・
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
本
部
表
彰
式
及
び

全
国
健
康
保
険
協
会
理
事
長
表
彰
伝
達
式
、
全
国

健
康
保
険
協
会
茨
城
支
部
長
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
表
彰
式
後
の
年
金
委
員
・
健
康
保
険
委

員
研
修
会
で
は
、
齋
藤
金
融
・
年
金
・
労
務
相
談
事

務
所
副
所
長
で
、
特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
船
橋

信
正
氏
よ
り「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
今
後
の
年

金
制
度
改
正
に
つ
い
て
」の
講
演
に
続
き
、
東
京

大
学
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
健
康
経
営
研

究
ユ
ニ
ッ
ト
特
任
助
教
の
古
井
祐
司
氏
よ
り「
今

日
か
ら
取
組
む
健
康
経
営
」の
講
演
が
行
わ
れ
、

研
修
会
は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
表
彰
式
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
表
彰
順
・
敬
称
略
）

磯
山
　
好
夫

石
岡
地
区
通
運
株
式
会
社

（
石
岡
市
）

三
嶋
　
一
夫

沼
尻
産
業
株
式
会
社

（
つ
く
ば
市
）

稲
田
　
　
司

医
療
法
人

楽
生
会
木
根
淵
外
科
胃
腸
科
病
院

（
坂
東
市
）

小
杉
　
　
功

株
式
会
社
ス
ミ
ハ
ツ

（
桜
川
市
）

吉
田
　
雅
文

日
立
化
成

テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

（
日
立
市
）

大
和
田
知
佳
子

社
会
福
祉
法
人

日
立
市
社
会
福
祉
事
業
団

（
日
立
市
）

全
国
健
康
保
険
協
会
理
事
長
表
彰（
一
名
）

鈴
木
　
康
夫

砂
川
産
業
株
式
会
社

（
日
立
市
）

全
国
健
康
保
険
協
会
茨
城
支
部
長
表
彰（
五
名
）

加
治
な
る
み

有
限
会
社
加
治

（
水
戸
市
）

大
貫
　
勝
洋

株
式
会
社
茨
城
フ
ジ
カ
ラ
ー

（
水
戸
市
）

篠
㟢
　
剛
一

筑
波
乳
業
株
式
会
社

（
石
岡
市
）

相
山
　
孝
志

関
彰
商
事
株
式
会
社

（
筑
西
市
）

宗
像
　
斉
士

株
式
会
社
東
日
本
技
術
研
究
所

（
日
立
市
）

平成27年度
年金委員・健康保険委員研修会及び表彰式
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協会けんぽ茨城支部からのお知らせ

退職等で資格喪失される方の

ご協力をお願いします
資格喪失後の保険証の使用防止にご協力ください

資格喪失届の提出直後に、退職した従業員から保険証の返却がありました。
会社で破棄してもいいのでしょうか？

退職する従業員から「次の保険証が届くまで、保険証の返却を待ってほしい」と
言われました。次の保険証が届くまでは、退職前の保険証が使えるのでしょうか？

いいえ。資格喪失届に保険証の添付がない場合には、直ちにご本人さま宛てに返
却依頼の文書を送付しています。やむを得ず資格喪失届提出後に保険証の回収と
なった場合には、すみやかに日本年金機構（年金事務所または事務センター）へご
返却ください。

いいえ。次の保険証が手元になくても、保険証が使用できるのは退職日までです。
資格喪失届に保険証を添付することが事業主さまに義務付けられていますので、
退職時には必ず回収してください。

お問い合わせ先

☎029-303-1582（業務グループ）

保険証の回収に

A

A

保 険 証 Q＆A
Q

Q
？

見　本

保険証は退職日までしか使用できません
会社を退職された場合、保険証が使用できるのは退職日までです。退職日の翌日からは使用できませんの
で、従業員の方が退職される際には、必ず保険証を回収いただきますようお願いいたします。

　　　　　（例）３月20日　退　　職　→　翌日３月21日以降は使用不可
　　　　　（例）４月１日　扶養解除　→　４月１日以降は使用不可

保険証の即時回収が誤った使用を防ぎます
退職後や扶養解除により加入資格がなくなったあとに保険証を使用してしまった場合、無資格受診となり、
医療費を返還していただくことになります。
無資格受診による保険証の不正使用防止のため、保険証の即時回収徹底をお願いいたします。

資格喪失届には保険証を必ず添付してください
事業主さまが資格喪失届を日本年金機構（年金事務所または事務センター）に提出する際、退職等により
資格喪失となる被保険者の方から回収した保険証を添付（同時提出）することが義務付けられています。

（健康保険法施行規則　第五十一条）

保険証の使用に関する注意事項


